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	児童虐待の発生メカニズムとその要因

～ソーシャルワーク援助を考える～

Ⅰ　はじめに

　2000年度の全国の児童相談所の児童虐待処理件数は、１万7700件である（厚生労働省website）。虐待で死亡した子どもは、2000年４月までで400人にのぼった（「虐待死の子」 2000）。（中略）日本においても、アメリカのモデルを参考に子どもの虐待のメカニズムが示されている（浅井 1995; 庄司 1992; 津崎 1992）。

・・・・中略・・・・

社会的サポート要因とは、すなわち、「その家族が持っている友人や近隣といったインフォーマルな資源の量やそうした資源との結びつき、すなわち社会的なネットワークの強さ」(芝野 2001、p.75)である。さらに、社会的サポートの重要性は、ライフ・モデルにおいても認められている（遠藤・芝野 1996）。

・・・・中略・・・・

2014年発表されたソーシャルワークのグローバル定義は：
ソーシャルワークは、社会変革と社会開発、社会的結束、および人々のエンパワメントと解放を促進する、実践に基づいた専門職であり学問である。社会正義、人権、集団的責任、および多様性尊重の諸原理は、ソーシャルワークの中核をなす。ソーシャルワークの理論、社会科学、人文学、および地域・民族固有の知を基盤として、ソーシャルワークは、生活課題に取り組みウェルビーイングを高めるよう、人々やさまざまな構造に働きかける。この定義は、各国および世界の各地域で展開してもよい。（日本社会福祉教育学校連盟website）
とされている。

・・・・中略・・・・
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